
様式第 1 号 令和６年度 部の運営方針管理書 

部 局 名 消防本部 

部 局 長 名 宮崎 治 

部の運営方針 ◎市民の生命、身体及び財産を火災や各種災害から守るとともに、災害の防止や被害の軽減に努めるため、次の取り組みを進めます。 

〇地域の安全安心を確固たるものとするため、消防団、女性防火クラブ、幼年消防クラブ、自主防災組織やその他の外郭団体と連携し、更なる

消防防災体制の強化に努めます。また、地震や豪雨等の突発的な自然災害や新たな感染症を含む各種災害から市民の生命、身体及び財産を

守るため、消防施設・装備等を計画的に整備し、消防・救急救助体制の充実・強化を図るため、人員補強と人材育成に努めていきます。 

〇令和３年２月から運用を開始している１０市消防指令業務の共同運用では、広域的な消防・救急救助体制の強化を図り、市民生活の安全安

心を確保するため、緊急通報の対応を迅速かつ的確に行います。 

〇住宅火災による死傷者ゼロを目指し、住宅用火災警報器の設置率向上と適切な維持管理の促進に努め、各種訓練やイベントを通じて防火・

防災意識の高揚を図り、予防啓発を行います。 

〇公表の対象となる重大な消防法令違反のある防火対象物を出さないため、人命危険や火災発生危険が高い防火対象物の立入検査を重点的に

実施するとともに、消防法令遵守の徹底及び違反の是正指導を行い、市民の安全安心の確保に努めます。 

〇複雑多様化するあらゆる災害に対し、積極的かつ果敢な業務遂行ができるよう専科教育と幹部教育を行い、経験と知識を十二分に活用でき

る教育研修体制の確立に努めます。また、消防職員の服務規律の確保を推進するため、職員の倫理教育を徹底し、組織の強化を図ります。 

〇消防団を中核とした地域防災力の充実・強化を一層推進していくため、地域防災の担い手である消防団員の確保と装備の充実を図るととも

に、各種災害において安全確実に活動できるよう教育と訓練を行います。また、地域の実情を踏まえた消防団体制の在り方について検討し

ていきます。 

〇消防団器具置場については、地域の災害活動拠点として重要な役割を担うため、建築経過年数を踏まえ老朽化が進む施設から計画的に整備

を進めていきます。 

〇救急救命体制の充実・強化を図るため、感染症における感染防止策の徹底とメディカルコントロール体制を基本とした病院前救護の確立に

取り組むとともに、救急救命士の育成、資器材等の整備を進めます。また、一般市民に対する救命講習会の開催、自動体外式除細動器（ＡＥ

Ｄ）の普及と民間事業所への設置及び公表を促進し、救命率の向上につなげます。さらに、重症患者の救急要請に的確に対応できるよう、救

急安心電話相談やこども急病電話相談の活用など、救急車の適正利用に向けたＰＲに努めます。 

〇災害時の活動拠点となる消防施設については、「我孫子市公共施設等総合管理計画」に基づき、老朽化した消防施設の修繕や感染対策及び

機能強化を踏まえた改修を計画的に行い、消防力の強化に努めていきます。（仮称）湖北消防署整備事業については、庁舎等の工事を開始

し、令和８年度の開所に向け事業を進めていきます。 



様式第２号

：

１．課の目標（部の運営方針に基づいた取組方針）

２．課の目標への取組結果

３．取組結果に対する評価（所管する事務事業の取組を踏まえた評価）

４．今後の展開（改善や見直しが必要な点、事業など）

令和６年度

課の目標管理書

　消防施設、装備等を計画的に整備し、消防、救急救助体制の充実、強化を図るため、人員補強と人

材育成に努めていきます。

　職員の知識の向上と職務能力を高めるため、教育研修体制の充実に努めます。また、消防職員の服

務規律確保推進のため、倫理教育を徹底し、組織の強化を図ります。

　災害時の活動拠点となる老朽化した消防施設については、「我孫子市公共施設等総合管理計画」に

基づき、計画的に修繕や感染対策及び機能強化を踏まえた改修を行い、消防力の強化に努めます。

（仮称）湖北消防署整備事業については、庁舎等の工事を開始し、令和８年度の開所に向け、事業を

進めていきます。

課 名 消防本部　総務課



様式第４号 令和 6 事務事業評価表

１．事業概要

指

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

基本計画における

位置づけ

基本施策名 １－４　消防力の強化

施策の展開内容

災害などに適切に対応できるよう消防施設・装備を充実し、近隣自治体や関係団体との連携を図りながら消防体制を

強化します。

また、火災予防体制の強化を図ります。

事務事業の目的

・概要
災害に備え、消防施設等を適切に維持管理するとともに、湖北分署を移転し、人員・資機材を強化した（仮称）湖北消防署を整備します。

年度 事業コード： 186

事業名及び

担当部署等

事務事業名 消防庁舎・装備の整備・維持管理

担当部署名 消防本部　総務課

（事前評価）

関連する市の計画等 我孫子市公共施設等総合管理計画、湖北台地区公共施設整備計画、我孫子市公共施設保全計画、我孫子市消防庁舎施設等整備計画

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

（仮称）湖北消防署整備事業

本部庁舎空調設備更新工事

東消防署トイレ・仮眠室等感染症対策改修工事

西消防署感染症対策改修工事

継続費設定事業

消防車両等の維持管理

消防庁舎・装備の維持管理

貸与品の整備

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

2.00 0.00

令和5年度 決算見込額 217,108 16,423 令和5年度  (年度末時点） 2.00 0.00

令和4年度 決算額 76,580 16,433 令和4年度  (年度末時点）

決算額
年度末時点

当初予算額 613,196 259,886

令和6年度

4月1日時点

活動

指標
緊急車両を含む公用車事故件数 件

目標値 0 0

次年度へ繰越

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和6年度

実績値 5 1

1.90 0.00
補正後予算額

0 0

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

0 0 0

1 2 1 0 1

活動

指標
（仮称）湖北消防署整備事業の進捗状況 ％

目標値 100 100 100 100

活動

指標
感染症対策事業（トイレ等含む） 件

目標値 1

実績値 0 1

100 100

実績値 100 100

実績値

目標値

目標値

実績値

目標値

実績値

評価区分 評価についてのコメント

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値
　

目標値



様式第４号 令和 6 事務事業評価表

１．事業概要

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

基本計画における

位置づけ

基本施策名 １－４　消防力の強化

施策の展開内容

災害などに適切に対応できるよう消防施設・装備を充実し、近隣自治体や関係団体との連携を図りながら消防体制を

強化します。

また、火災予防体制の強化を図ります。

事務事業の目的

・概要
市民の生命・身体及び財産を守るため、消防職員の資質向上を図り、組織体制を強化します。

年度 （事前評価） 事業コード： 187

事業名及び

担当部署等

事務事業名 消防組織体制の強化

担当部署名 消防本部　総務課

関連する市の計画等 我孫子市第３次男女共同参画プラン、第４期我孫子市特定事業主行動計画

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

外郭団体等事務運営

消防出初式の開催・運営

消防職員の人事異動

消防職員の派遣研修

継続費設定事業

消防審議会

消防表彰事務

職務環境の維持管理

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

2.00 0.00

令和5年度 決算見込額 28,831 5,544 令和5年度  (年度末時点） 2.00 0.00

令和4年度 決算額 17,473 0 令和4年度  (年度末時点）

決算額
年度末時点

当初予算額 31,325 0

令和6年度

4月1日時点

活動

指標
条例改正による消防職員数 人

目標値 152

次年度へ繰越

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和6年度

実績値 153 150

1.90 0.00
補正後予算額

174 174

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

153 164 174

23 21 23 11 25

活動

指標
消防職員による不祥事件数 件

目標値 0 0 0 0 0

活動

指標

消防学校、消防大学校、救急救命研修所への消

防職員研修派遣数
人

目標値 22

実績値 20 16

0 0

実績値 0 0

0 0 0 0

実績値 6 1

目標値 0 0

　
目標値

活動

指標
消防職員による公務災害件数 件

0

実績値

　
目標値

実績値

評価区分 評価についてのコメント

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値
　

目標値



様式第２号

：

１．課の目標（部の運営方針に基づいた取組方針）

２．課の目標への取組結果

３．取組結果に対する評価（所管する事務事業の取組を踏まえた評価）

４．今後の展開（改善や見直しが必要な点、事業など）

令和６年度

課の目標管理書

　住宅用火災警報器の設置率向上と適切な維持管理について、指導や普及啓発を積極的に取り組みま

す。

　防火対象物及び危険物施設について、消防法令に基づき立入検査を行い、防火防災体制の強化を図

ります。特に、重大な消防法令違反のある防火対象物を出さないため、人命危険や火災発生危険が高

い防火対象物の立入検査を重点的に実施します。

課 名 消防本部　予防課



様式第４号 令和 6 事務事業評価表

１．事業概要

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

評価区分 評価についてのコメント

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値
　

目標値

実績値
　

目標値

0 0 0 0

実績値 7 9

成果

指標

防火対象物の火災件数及び危険物施設の火災・

流出事故件数
件

目標値 0 0 0

成果

指標
一般住宅火災の件数 件

0 0 0 0 0

実績値 5 4

目標値 0 0

100 100

実績値 92 93

活動

指標
防火対象物及び危険物施設の立入検査実施数 件

目標値 200 200

実績値 97 179

活動

指標
消防同意事務及び危険物許認可事務の件数 件

目標値 100 100 100 100

200 200 200 200 200

200 200

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

200 200 200活動

指標
住宅用火災警報器設置状況調査世帯数 世帯

目標値 384 200

次年度へ繰越

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和6年度

実績値 247

5.60 0.00
補正後予算額

決算額
年度末時点

当初予算額 2,428 0

令和6年度

4月1日時点

5.90 0.00

令和5年度 決算見込額 1,595 0 令和5年度  (年度末時点） 4.50 0.00

令和4年度 決算額 1,209 0 令和4年度  (年度末時点）

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

継続費設定事業

関連する市の計画等

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

住宅防火対策の推進

防火対象物及び危険物施設の立入検査

防火対象物及び危険物施設の規制事務

消防用設備の届出及び消防同意等の電子化に向けたシステム導入事業

基本計画における

位置づけ

基本施策名 １－４　消防力の強化

施策の展開内容

災害などに適切に対応できるよう消防施設・装備を充実し、近隣自治体や関係団体との連携を図りながら消防体制を

強化します。

また、火災予防体制の強化を図ります。

事務事業の目的

・概要

・住宅用火災警報器の普及促進により、設置率の向上に努め、住宅火災による被害の軽減を図るとともに、設置状況調査を実施します。

・法令に基づく消防設備などの違反に対し厳正な処理を行い、防火対象物の安全性の向上を図ります。

・住宅火災による被害を防ぐため、女性防火クラブ員などによる地域住民への防火啓発や初期消火の訓練指導などの活動を行っていきます。

年度 事業コード： 188

事業名及び

担当部署等

事務事業名 火災予防業務

担当部署名 消防本部　予防課

（事前評価）



様式第２号

：

１．課の目標（部の運営方針に基づいた取組方針）

２．課の目標への取組結果

３．取組結果に対する評価（所管する事務事業の取組を踏まえた評価）

４．今後の展開（改善や見直しが必要な点、事業など）

令和６年度

課の目標管理書

　市民の安全安心を守るため、各種災害への的確な対応と装備の充実強化を図り、職員の知識、技術及び

資格等の習得のため、各種研修へ派遣して指導育成に努めます。救命率向上については、ＡＥＤ設置施設

の公表促進を図るとともに救命講習を開催して市民の救命意識の向上に努めます。さらに、重症患者の救

急要請に対応できる体制を確保するため、救急車の適正利用に向けたＰＲに努めます。１０市消防指令業

務の共同運用では、緊急通報の迅速かつ的確な対応を図るため関係市と連携し、ちば北西部消防指令セン

ターの安定稼働を行います。消防団の運営では、入団促進や知識、技術の習得について団本部役員と連携

して、より一層の充実強化を図ります。その他、消防団施設等についても、維持管理を的確に行い、老朽

化で改修困難な団器具置場においては関係課と調整を図り、計画的に整備していきます。また、消防団員

定数を満たしていない状況から、将来の消防団組織に必要な適正人員や施設、装備等も含めた消防団体制

のあり方を消防団調査検討委員会での検討結果を踏まえ、消防団本部役員とも協議を行いながら、更に検

討していきます。

課 名 消防本部　警防課



様式第４号 令和 6 事務事業評価表

１．事業概要

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

評価区分 評価についてのコメント

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

活動

指標

消防団体制を強化するため、訓練方法等を工夫

し、訓練参加率の向上を図ります。（延べ参加団

員数／延べ団員定員）

％
目標値 60 70

実績値 50 60

　
目標値

80 90 100 100 100

100 100

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

94 96 98活動

指標

消防団員の入団を促進するため、啓発活動の強化

を図り、消防団員の充足率を高める。
％

目標値 90 92

次年度へ繰越

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和6年度

実績値 80 88

2.40 0.00
補正後予算額

決算額
年度末時点

当初予算額 38,568 0

令和6年度

4月1日時点

2.20 15.61

令和5年度 決算見込額 33,574 0 令和5年度  (年度末時点） 2.20 0.00

令和4年度 決算額 30,547 0 令和4年度  (年度末時点）

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

継続費設定事業

消防団員の入団促進

消防団員の訓練

消防団表彰・人事等事務

関連する市の計画等

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

第２分団器具置場整備

第１３分団器具置場整備

消防団組織改正に伴う施設修繕

消防団組織改正に伴う車両改修

消防団の災害活動

消防団の施設・装備等の整備及び維持管理

基本計画における

位置づけ

基本施策名 １－１　防災・減災対策の推進

施策の展開内容

市民や関係団体・機関と連携し、防災・減災に対する意識の向上と自助・共助・公助の体制強化を図るとともに、防

災体制を整備し、発生した災害には、速やかに対応します。

さまざまな自然災害や新たな感染症など市民の生命・身体及び財産に危険が及ぶ非常事態発生時に迅速に対応できる

よう、適切な情報伝達に努めるとともに、市民や関係機関と連携し、防災体制の整備及び危機管理体制の強化に取り

組みます。

事務事業の目的

・概要

地域防災において重要な役割を担う消防団については、大規模災害時における地域との連携がスムーズにできるよう、団活動の拠点機能を保持するととも

に、継続的な訓練を実施し、知識と技術の向上を図っていきます。また、団員の定数確保に向けて処遇改善、環境整備などを行います。

年度 事業コード： 157

事業名及び

担当部署等

事務事業名 消防団活動の推進

担当部署名 消防本部　警防課

（事前評価）



様式第４号 令和 6 事務事業評価表

１．事業概要

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

評価区分 評価についてのコメント

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

100 100

実績値 50 80

活動

指標

感染防止対策用物品の効率的な充実を図り、隊員

自らの感染を防止するとともに、市民等への二次

感染防止対策を強化する。

　(感染防止対策必要数/救急出動件数）

％

目標値 100 100

実績値 100 100

活動

指標

消防・救急・救助隊員の知識・技術を高度化する

ための研修体制を保持し、消防体制の強化を図

る。（研修実施回数/研修予定回数）

％

目標値 100 100 100 100 100

100 100 100 100 100

100 100

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

100 100 100
活動

指標

通信指令業務の広域的な共同運用を実施し、消防

サービスの高度化及び体制強化を図る。

（10市共同指令センターの安定稼働率）

％

目標値 100 100

次年度へ繰越

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和6年度

実績値 100 100

8.60 0.00
補正後予算額

決算額
年度末時点

当初予算額 202,047 0

令和6年度

4月1日時点

9.57 0.00

令和5年度 決算見込額 142,007 0 令和5年度  (年度末時点） 8.70 0.00

令和4年度 決算額 172,804 0 令和4年度  (年度末時点）

債務負担行為設定事業 消防指令システム賃貸借　Ｒ3~Ｒ12　570,334千円

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

継続費設定事業

消防隊員の知識・技術の習得

半自動除細動器更新整備 千葉北西部１０市消防通信指令業務の共同運用

救急・救助隊員の安全衛生管理及び感染防止対策の強化 ＡＥＤ設置の促進

救急救命士及び救急・救助隊員の研修 メディカルコントロール体制の充実

関連する市の計画等

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

署活動系無線機購入 緊急消防援助隊及び千葉県消防広域応援隊に関する事業

千葉県防災行政無線再整備事業 新型感染症対策用物品の整備

消防救急デジタル無線設備の再整備 消防装備の整備及び維持管理

高規格救急自動車更新整備

消防水利の整備及び維持管理 開発行為の指導及び協議

応急手当普及啓発強化 救急・救助活動用資器材の整備及び維持管理

基本計画における

位置づけ

基本施策名 １－４　消防力の強化

施策の展開内容

災害などに適切に対応できるよう消防施設・装備を充実し、近隣自治体や関係団体との連携を図りながら消防体制を

強化します。

また、火災予防体制の強化を図ります。

事務事業の目的

・概要

・災害などに的確に対応できるよう、人材の育成と装備の充実・強化を図るとともに、広域での連携体制を強化します。

・救命率の向上を目指し、市民などへの応急手当法の普及・啓発を進めます。

・火災または地震などの災害から市民の生命・身体及び財産を守るため、消防訓練の実施、消防機械器具を適正に維持管理していくとともに、傷病者の搬送

を適切に行うため、各種感染防止対策の強化を図ります。

年度 （事前評価） 事業コード： 185

事業名及び

担当部署等

事務事業名 消防体制の強化

担当部署名 消防本部　警防課


